
日本福祉リハビリテーション学院同窓会 平成 26 年度第 1 回幹事会 議事録 

 

日 時：平成 26 年 4 月 19 日（土）17:00～  場 所：札幌医科大学付属病院 リハビリテーション科  

出席者： 24 名 

田中 P1 新開谷 P1 中村 P2 藤澤 P3 坂口 P4 浅野 S1 

楢舘 P4 木原 P5 中添 P6 渋川 P6 早瀬 P7 高橋 S1 

佐々木 P7 中園 P8 杉田 P9 打田 P12 荻生 P14 高山 S3 

種市 P15 三好 P15 藤田 P16 池田 O1 南部 O2 福田 S5 

小山 O3 岸 O6 酒谷 O9 遠藤 O10 高山 O16   

議 題 

① 会長挨拶 

組織について 新幹事への簡単な説明 

会議は頻回に行いませんが、皆で協力して進めていきたい。大学化もありますので 20 周年記念パー

ティーは成功させたいと思います。 

 

② H25 年度事業報告、H26 年度事業計画について 

 各科学術局 

PT； 

症例検討会は集まりが悪い傾向があるので今年度は予定していない。冬期に講師を招いて研修

会を予定している。 

OT； 

昨年度は 2 回の症例検討会をかでる 2･7 で行った。今年度は冬期に症例検討会を行う予定。 

ST； 

昨年度は研修会、症例検討会を各々1 回行った。今年度も同様に行う予定。 

 会計報告（決算報告・予算案） 

  別紙の決算報告書、予算案について説明があった。昨年度はすべて予算内で執行できた。 

 

③ 新年度 役員・幹事の配置について 

 H26 年度（今年度）別紙組織図の通りとし、活動してほしい。役割の詳細は係の人のなかで調整

願います。 

 14/3 期以降の症例検討委員－ 症例検討会が縮小傾向にある。また、人数が多いからといってう

まく運んでいるという意見も少ない。よって、勝手ながら症例検討委員は廃止する方向で決定し

た。14/3 期、15/4 期の方はどちらか一方に幹事として残っていただけるよう調整し、木原    

＜y-kihara@nihoniryo-c.ne.jp＞までご報告ください。（5 月末まで） 

連絡のない場合は原則として幹事の方に残っていただくこととなります。 

 来年度以降の活動－ 各クラスに 1 名の幹事が必要なことは変わらない。しかし、幹事は 2 年以

上の任期の者もいるので交代が必要と思われる。交代をするクラスは H27 年 3 月までに次期幹事

を依頼して本人の同意を得ておいてください。 



 

 学院の大学化にも関連して、今後の同窓会のあり方について検討する。20 周年事業と並行して検

討し、今年中には方向性を決定したい。方針が決まり次第、組織の構成についても検討する。 

H27－17/6 期生、H28－18/7 期生、H29－19/8 期生、H30－20/9 期生で新規加入は修了。 

P4 坂口からの情報提供 

 学校法人が大学の同窓会の立ち上げを検討している。専門学校の同窓会との合流を視野に入れて

いるそうです。 

 

④ 同窓会主催 開学 20 周年記念講演会・パーティーについて 

 開催趣旨説明 

別紙参照。 

 

 会員への案内に際して 

 5 月に案内郵送準備を行い、6 月に所属施設ごとに発送予定。現在、メーリングリストやホーム

ページにて個人での登録変更をお願いしているが不完全だと思われるため、各クラスの幹事には今

一度、クラス内で所属先確認をお願いしたい。 

 

 〆切は 5 月 16 日 連絡先 PT6 期渋川 < y-shibukawa@nihoniryo-c.ac.jp > 

⑤ その他 

各幹事より自己紹介 

O1 池田 

 来年度以降の同窓会の体制は秋くらいを目処に相談していきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

 

 

次回役員会の日程 

平成 26 年  月   日（   ） 時間；   ：   ～  場所；            

 

                                  文責：新開谷  （PT1 期） 

mailto:y-shibukawa@nihoniryo-c.ac.jp

